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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘害室広報広聴課
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「
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
」
は
、

虹
世
紀
の
少
子
・
高
齢
社
会
に

向
け
、
市
が
目
指
す
福
祉
の
全

体
像
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
を
現
実
に
則
し
て

実
行
に
移
す
と
き
、
い
く
つ
か

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
、
保
健
、
医
療
等
が
総

効
果
的
な
福
祉
施
策
を
推
進

合
し
て
効
果
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー

ム
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

保
健
・
福
祉
の
中
心
拠
点
を
作
る

こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
は
、
平

成
狸
年
以
降
の
計
画
で
す
が
、
施

設
は
中
心
拠
点
を
早
期
に
設
極
す

る
方
法
が
な
い
か
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
建
設
す

る
の
は
、
財
政
面
か
ら
も
用
地
の

福
祉
推
進
Ｂ
か
年
計
画
を
着
実
に
推
進

昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
も
２
年

目
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
温
か
み
の
あ
る
地
域
福
祉
を
創
造
し
、

｜
人
ひ
と
り
が
自
立
し
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
着
実

に
福
祉
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
号
で
は
福
祉
推
進
６

か
年
計
画
の
概
要
と
今
年
度
の
主
な
事
業
を
（
１
）
面
で
、
ま
た
、

（
３
）
。
（
４
）
面
に
お
い
て
は
活
動
内
容
を
含
め
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
保
健
福
祉
部
Ⅱ

市
長
福
嶋
浩
彦

週
面
か
ら
も
不
可
能
で
す
。
既
存

の
公
共
施
設
の
活
用
や
複
合
機

能
を
持
っ
た
施
設
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
保
育
園
の
給
食
を
利

用
し
て
、
地
域
の
お
年
寄
り
と

園
児
が
一
緒
に
食
事
し
て
交
流

す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に
民
間
施
設
や
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
、
誰
も
が
安
心
し
て
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
街
を
目
指

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

緋
?~
軍
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心劉

すべての皆さんが安心して楽しく暮らせるまちに

汀 １
１
１

市
が
目
指
す
福
祉
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
そ
の
指
針
を
定
め
た
も

の
が
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
で
す
。

多
く
の
市
民
を
は
じ
め
有
識
者
、

福
祉
関
係
者
の
参
加
を
得
て
平

成
５
年
度
に
作
成
し
ま
し
た
。

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
・
ン
ヨ
ン
」

（
す
べ
て
の
人
々
が
普
通
に
暮
ら

せ
る
社
会
）
を
実
現
し
、
「
地
域

福
祉
を
確
立
」
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
１
４
５
項
目
の
事
業
と
特
に

平
成
ｎ
年
度
ま
で
に
緊
急
か
つ
優

先
的
に
取
り
組
む
べ
き
詔
項
目
を

重
点
事
業
に
掲
げ
て
い
ま
式

一福祉専門職員を充実一 配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
充
実

調
理
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
の
た
め
に
夕
食
を
お
届
け
す

福
祉
推
進
６

年
計
画
と

今
年
度
の

主
な
事
業Ｉ

内容年度I職種
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ホームヘルノ蝉－1

名増員
平成6年 介艘を必要とする高齢

者や心身障害者(児)の
身の回りのお世話をす
るホームヘルプサービ

スを充実

ホームヘルノぐ－3

名増員。今年度中
にさらに4名増員
予定

7年
高齢者の訪問指導の充
実と高齢者在宅ケア総
合相談窓口を開設、機
能回復訓練の充実

保健婦、作業療法
士4名増員

る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
ま
す
。

今
年
度
は
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー

ム
「
和
楽
園
」
、
「
久
遠
苑
」
に
調

理
を
委
託
し
、
週
５
日
、
１
日
の

べ
“
食
を
配
食
し
ま
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
充
実

自
力
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
は
↑

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
介
助
に
よ
る

自
宅
浴
槽
で
の
入
浴
、
移
動
入
浴

車
を
利
用
し
た
自
宅
で
の
入
浴
、

施
設
入
浴
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

入
浴
は
、
誰
も
が
家
庭
生
活
を

営
む
う
え
で
殿
も
基
本
的
な
欲
求

の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、
寝
た

き
り
高
齢
者
の
中
に
は
、
移
動
入

浴
車
に
よ
る
入
浴
を
利
用
し
た
く

て
も
道
路
が
狭
か
っ
た
り
、
居
室

に
浴
槽
を
運
ぶ
場
所
が
な
い
な
ど

の
理
由
か
ら
利
用
で
き
な
い
高
齢

者
も
い
ま
す
。

市
で
は
、
移
動
入
浴
車
を
利
用

で
き
な
い
寝
た
き
り
高
齢
者
の
た

め
に
、
特
別
譲
渡
老
人
ホ
ー
ム
で

の
施
設
入
浴
を
さ
ら
に
充
実
し
ま

す
。
今
年
度
は
利
用
者
数
及
び
利

保健婦等専門蝋員
6名及びホームヘ
ルパーを蝋員予定
※前期目標達成見

年
脾
期

８
昨
前

高齢者の訪問指導と高
齢者在宅ケア総合相談
等の充実（ ）

込み率67％

’
システム・マンパワー

・サービス・施設等に
関する重点事業を順次
推進

福祉専門峨員の前
期不足数を含め見
直し

9～11年

(後期）

施
設
整
備
費

補
助
事
業

平
成
８
年
度
に
市
内
３
つ
目
の

特
別
韮
謹
老
人
ホ
ー
ム
「
社
会
福

祉
法
人
ア
コ
モ
ー
ド
」
が
布
佐
地

区
に
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
で
は
施
設
を
建
設
す
る
識
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
入
所
待
機
者
の
解
消
を
図

る
と
と
も
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
施

設
で
の
食
事
や
入
浴
等
）
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
（
施
設
へ
の
短
期
入

所
等
）
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ざ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
児
菫

対
策
事
業

昼
間
保
謹
者
の
い
な
い
児
童
の

放
課
後
の
対
策
と
し
て
市
で
は

児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め

学
童
保
育
の
公
営
化
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

用
回
数
を
倍
増
し
、
１
施
設
当
た

り
月
２
回
言
８
人
ま
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
５
月
か
ら
介
謹
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
が
気
軽
に

相
談
で
き
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
「
高

齢
者
在
宅
ケ
ア
総
合
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り

の
高
齢
者
や
ご
家
族
の
方
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
渡
た
き
り
の
高
齢
者
が
い
る

②
高
齢
者
だ
け
で
生
活
し
て
い

る③
身
体
に
障
害
を
持
ち
リ
ハ
ビ

リ
を
必
要
と
し
て
い
る

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
保
健
婦
が
家

庭
訪
問
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

④
痴
呆
症
状
の
あ
る
人

ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て

福
祉
推
進
６
か
年
計
画
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
市
で
は
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
そ

れ
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

市
民
主
体
の
高
齢
者
福
祉
部
門
、

障
害
者
福
祉
部
門
、
ひ
と
り
親
・

児
童
福
祉
部
門
等
の
「
市
民
研
究

集
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
組
織
し
ま
し

た
。

多
く
の
市
民
が
集
い
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
そ
の
集
約
さ
れ
た
意

見
が
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
の
内

手
話
通
訳
者

設
置
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
、
ン
ヨ
ン
（
意
思

や
感
備
な
ど
の
伝
達
）
の
手
段
に

不
利
の
あ
る
聴
覚
障
害
者
に
日
常

高齢者在宅ケア総

合稲談窓'｡を|調設
『
福
祉
推
進
市
民

研
究
会
』
を
設
置

７
月
別
日
（
日
）
は
参
議
院

議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

／~、

市
民
の

。
州
「
ｌ
ノ

’湖北台1の12の16(雑ｾﾝﾀー Ⅱ
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委
員
会
事
務
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声
を
反
映

■

も
行
い
ま
す
。

今
後
、
障
害
を
持
つ
方
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
相
談
に
も
応

じ
ら
れ
る
よ
う
福
祉
の
総
合
的

な
窓
口
の
設
証
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
相
談
日
毎
週
月
峨
か
ら
金

峨
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
峨
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
黄
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
在
宅

ケ
ア
総
合
相
嫉
窓
口
霊
（
蔀
）
１

６
１
１
（
電
話
で
の
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
）

生
活
や
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
す
る
た
め
、
７
月
か
ら
障

害
福
祉
課
に
手
話
通
訳
者
を
配
證

し
、
毎
週
月
・
木
咄
日
の
週
２
回

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
手
話
通

訳
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

容
の
骨
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
研

究
集
会
を
計
画
づ
く
り
へ
の
参
加

だ
け
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
の

実
施
状
況
を
検
証
し
、
推
進
に
必

要
な
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
部
門
の
市
民
研

究
集
会
を
「
福
祉
推
進
市
民
研
究

会
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
訟
澄
し

て
い
き
ま
す
。

Lノ
｜
』

下 総基地の米軍機使用絶対反対

所在地
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市
で
は
、
平
成
８
年
４
月
１
日

採
用
予
定
の
市
城
員
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
。
受
験
資
格
下
表
参
照

▼
必
要
書
類
等
①
試
験
申
込
書

（
人
事
課
で
交
付
）
②
卒
業

（
見
込
み
）
証
明
書
、
最
終
学
歴

の
成
繊
証
明
書
〈
学
歴
を
問
わ
な

い
城
極
（
事
務
職
、
消
防
士
、
技

能
員
、
給
食
調
理
員
）
の
受
験
者

は
生
年
月
日
の
確
認
で
き
る
住
民

票
、
ま
た
は
運
転
免
許
証
の
写
し
〉

③
保
健
婦
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
の
受
験
者

で
免
許
所
有
者
は
そ
の
写
し
、
保

母
の
受
験
者
は
査
格
（
取
得
見
込

み
）
証
明
書
、
④
写
真
２
枚
（
ラ

市
職
買
を
募
集

平
成
８
年
４
月
１
日
採
用
予
定

イ
カ
判
、
上
半
身
無
帽
で
最
近
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
、

▼
受
験
手
続
き
自
筆
の
試
験
申

込
書
と
受
験
票
に
写
真
を
の
り
付

け
し
、
７
月
幻
日
（
月
）
か
ら
８
月

ｎ
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
王
・
日
嘘
日
を
除
く
）
ま
で

に
、
市
役
所
人
事
課
へ
原
則
と
し

て
受
験
者
本
人
が
直
接
、
必
要
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
身
体
障
害
者
の
方
は
、
申
込
時

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

▼
試
験
日
９
月
五
日
（
日
）

▼
試
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
人
事
係

壷
（
弱
）
１
１
１
１
内
線
２
３
２

▼採用職種・受験資格

国民年金保険料は

納期内に納めましょう

＝7月は保険料納付促進月間です＝

ねんきんななちゃん

▼納まの
問め・せ↓ま
いまんつ
へ､◎一

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

老
後
や
万
一
の
と
き
の
生
活
の

支
え
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
保
険
料
の
未
納
が
あ
る

と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り

か
、
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
、

将
来
老
齢
基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
金
制
度
は
、
加
歳
か
ら
釦
歳

に
な
る
ま
で
の
働
く
世
代
の
皆
さ

ん
が
保
険
料
を
納
め
、
そ
の
時
代

の
お
年
寄
り
の
年
金
を
支
え
る
、

世
代
間
の
助
け
合
い
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
住
納
期

か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
、
さ
か

↓
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
は
で
き

。
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に

》
納
め
ま
し
ょ
う
。

一
▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

年
金
係
電
（
理
１
１
１
１
内
線

３
２
６
．
３
２
７

市
で
は
、
毎
年
９
月
に
高
齢
者

の
長
寿
を
祝
い
、
敬
老
祝
金
と
祝

品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
る
方

（
大
正
皿
年
生
ま
れ
の
方
お
よ
び

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
７
年
４

月
１
日
に
転
入
さ
れ
た
方
）
に
は

申
諭
書
等
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
に
申
請

済
み
の
方
は
、
再
度
申
講
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
新
た

に
対
象
と
な
る
方
で
申
請
書
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
高
齢
者
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
９
月
１
日
現
在
で
市

内
に
引
き
続
き
５
か
月
以
上
居
住

し
、
次
に
該
当
す
る
方

〈
敬
老
祝
金
〉

◎
万
歳
の
方
曹
・
１
万
円
大
正
６

年
９
月
２
日
か
ら
同
７
年
９
月
１

敬
老
祝
金
・
祝
品
を
贈
呈

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
卵
歳
の
方
．
：
１
万
２
０
０
０
円

明
治
調
年
９
月
２
日
か
ら
同
“
年

９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
卵
歳
の
方
：
・
２
万
円
明
治
詔

年
９
月
２
日
か
ら
同
調
年
９
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
即
歳
以
上
の
方
・
・
・
２
０
０
０
円

大
正
４
年
哩
月
誕
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
。
た
だ
し
、
銘
歳
・
卵
歳
の

方
は
除
き
ま
す

〈
敬
老
祝
品
〉

◎
沌
歳
か
ら
沌
歳
の
方
…
大
正
５

年
１
月
１
日
か
ら
同
皿
年
廻
月
誕

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
申
請
期
限
８
月
４
日
（
金
）

▼
贈
呈
方
法
祝
金
は
銀
行
振
り

込
み
、
祝
品
は
各
地
区
担
当
の
民

生
委
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

垂
露
）
１
１
１
１
内
線
３
１
０

事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
障
害
を

つ
』

受
け
た
場
合
は
、
交
通
遺
児
育
英

Ｉ

／
く
、
壁
雲
画
一
ロ
ヲ
会
の
貸
与
対
象
に
な
り
ま
す

鯰
齪
時
蕊
瀞
磯
鱗
》

育
室
自
三
》
生
、
お
よ
び
拳
に
拳
を
重

”
側
鎖
繋
蕊
顛
潤
》

し
旧
ル
〈
壷
学
校
・
高
等
専
門
学
校
国
釜

あ
窪
退
些
子
校
…
２
万
５
０
０
０
円
、
登
校

唇
硫
奨
迩
麺
諺
鋒
雪

い
る
場
合
）
・
・
・
５
万
円

あ
し
な
が
育
英
会
で
は
、
病
気
．
▼
貸
与
期
間
正
規
の
卒
業
ま
で

災
害
遺
児
な
ど
に
対
し
て
、
奨
学
▼
返
還
方
法
貸
与
終
了
６
か
月

金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
後
か
ら
月
払
い
、
半
年
払
い
、
ま

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
は
年
払
い
で
加
年
以
内
に
返
還

▼
対
象
家
庭
保
謹
者
等
が
病
気
▼
利
子
無
利
子

や
災
害
な
ど
に
よ
り
死
亡
し
た
り
、
▼
出
願
期
限
７
月
諏
日
（
木
）

著
し
い
後
遣
障
害
を
受
け
て
側
け
※
出
願
方
法
等
、
詳
し
く
は
社
会

な
く
な
り
、
教
育
費
に
困
っ
て
い
福
祉
協
議
会
毒
（
聖
１
５
３
９

る
家
庭
ま
た
は
、
あ
し
な
が
育
英
会
壷
０

蕊
た
だ
し
、
道
路
に
お
け
る
交
通
３
（
３
２
２
１
）
０
８
８
８
へ

あしなが育英会

9

平
成
７
年
第
２
回
市
議
会
定
例
－
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
の
基

函
諦
挫
仏
咋
会
が
、
６
月
過
日
か
ら
”
日
ま
で
幹
的
整
備
を
行
う
た
め

ゞ
園
可
塑
厨
誌
蕊
謹
鵠
霊
蕊
難

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
中

一
釧
馴
雲
雲
鑪
篝
謹
塗

可
決
さ
れ
た
９
議
案
は
、
次
の
峠
土
地
区
画
整
理
事
業
終
了
の

と
お
り
で
す
。
た
め

識
一
い
し
制
定
市
固
襄
産
評
価
審
査
委
に
穫
譲
渡
す
る
た
め

肺
出
言
禾
鱸
鰯
錘
制
定
等
に
伴
う
条
文
圏
ェ
事
請
負
契
約
の
締
結
湖

北
台
中
学
校
給
食
施
設
増
築

凱
原
蕊
鱗
鱸
瀧
澤
羅灘

平成7年第2回市議会定例会

職種

一
般
行
政
職

消防士

保母（父）

保健婦(士）

理学療法士

作業療法士

歯科衛生士

技能員

給食調理員

事
務
職

上級

初級

採用予定数

若干名

若干名

若干名

1名

若干名

1名

1名

＝

1名

若干名

若干名

”=~~戸一一"~ぜ

受 験資格
‐…

男
・
女

男

、
ノ

女
男く

ｊ

女
男Ｉ

男
・
女

男
・
女

女

男
・
女

男
・
女

昭和42年4月2日～昭和49年4月1日生ま

れの方で学歴は問いません。

昭和49年4月2日～昭和53年4月1日生ま

れの方で学歴は問いません。

昭和45年4月2日～昭和53年4月1日生ま

れの方で学歴は問いません。

昭和42年4月2日～昭和51年4月1日生ま

れで、資格を有する方および平成8年3月

31日までに資格取得見込みの方。

昭和36年4月2日～昭和49年4月1日生ま

れで、免許を有する方および平成8年5月

31日までに免許取得見込みの方。

昭和36年4月2日～昭和50年4月1日生ま

れで、免許を有する方および平成8年5月
●

31日までに免許取得見込みの方。

昭和36年4月2日～昭和50年4月1日生ま

れで、免許を有する方および平成8年5月

31日までに免許取得見込みの方。

I

昭和40年4月2日～昭和51年4月1日生ま

れで、免許を有する方および平成8年5月

31日までに免許取得見込みの方。

昭和40年4月2日～昭和53年4月1日生ま

れの方で学歴は問いません。

I

昭和40年4月2日～昭和53年4月1日生ま

れの方で学歴は問いません。

【
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
み
ん
な
で
泳
ご
う
Ｍ

学
校
ブ
ｉ
ル
の
閥

も姐

放

一
一
般
開
放
一
洲
撫
辮
鵬
”
》
剛
唾
》
賊
職
意
聯
鰡
雛

ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
各
開
放

▼
開
放
校
根
戸
小
、
湖
北
小
、
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
記
入
し
、
同
校
へ
提
出

湖
北
台
西
小
、
布
佐
南
小
（
い
ず
れ
も
、
学
区
内
児
童
）
囮
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

▼
開
放
日
時
８
月
１
日
（
火
）
▼
壷
用
無
料
体
育
課
容
（
唖
１
１
５
１

か
ら
週
日
（
且
午
前
９
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

▼
費
用
無
料

※
幼
児
及
び
小
学
生
は
、
高
校

生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と

▼
開
放
校
・
期
間
下
表
参
照

（
た
だ
し
、
第
１
土
曜
日
の
午

後
と
日
曜
日
は
除
く
）

▼小学校プールの開放（団体開放）

｜

開放校

我孫子第一小

我孫子第二小

我孫子第三小

我孫子第四小

布佐小

高野山小

湖北台東小

新木小

並木小

期間（8月）

3日(木)から11日(金）

1日(火)から11日(金）

7日(月)から11日(金）

3日(木)から11日(金）

2日(水)から11日(金）

3日(木)から11日(金）

7日(月)から11日(金）

1日(火)から10日(木）

1日(火)から11日(金）
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起
こ
っ
た
時
、
消
防
署
等
に
連
絡

し
た
り
、
相
談
や
助
言
し
た
り
す

る
た
め
に
設
遼
し
ま
す
。

’
１
１ 高

齢
者
を
対
象

と
し
た
サ
ー
ビ
ス

妬
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、
次

の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
表
１

参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

学
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
。

老
人
福
祉
電
話
の
貸
与
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
や
渡
た
き
り
の
方
が
、

急
病
に
な
っ
た
時
や
事
故
な
ど
が

起
こ
っ
た
時
、
消
防
署
等
に
連
絡

し
た
り
、
相
談
や
助
言
し
た
り
す

市
が
行
っ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
号
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
を
社
会
福
祉
協
識
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

必
要
な
と
き
に
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
た
め
ら
わ
ず
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
年
齢
や
所
得
等
に

よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
担
当
課
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

匡一

●

品
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
逓
お

お
む
ね
妬
歳
以
上
で
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方
の
家
庭

を
訪
問
し
、
食
事
や
入
浴
の
介
謹
、

掃
除
洗
た
く
等
、
身
の
回
り
の
お

世
話
を
し
ま
す
。

争
配
食
サ
ー
ビ
ス
食
事
の
支
度

が
困
難
な
方
を
対
象
に
毎
週
月
畷

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
夕
食
を
配

食
し
ま
す
。

争
乳
酸
菌
飲
料
の
給
付
龍
歳
以

上
の
病
弱
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

を
対
象
に
健
康
増
進
の
た
め
に
乳

酸
菌
飲
料
を
配
布
し
ま
す
。

幸
日
常
生
活
用
具
の
給
付
。
貸
与

F

D

一
Ｆ
’
■
●
■
■
■
匠
臥
ｊ
■
‐
■
■
■
■
『
■
『
『
Ｌ
■
夕
●
‐
岸
『

妬
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
の

生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
床
ず

れ
を
防
止
す
る
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
や

特
殊
寝
台
等
の
日
常
生
活
用
具
を

給
付
・
貸
与
し
ま
す
。

品
移
動
入
浴
車
の
派
遣
・
理
髪
サ

ー
ビ
ス
寝
た
き
り
の
方
を
対
象

に
、
居
室
で
の
入
浴
や
理
髪
を
行

い
ま
す
。

采
施
設
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

食
事
や
入
浴
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
。
自
宅
で
の
介
謹
が
で

き
な
い
と
き
や
一
時
的
に
介
謹
が

で
き
な
い
と
き
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

季
手
当
の
支
給
寝
た
き
り
の
方

や
重
度
の
痴
呆
の
方
の
生
活
を
援

助
す
る
た
め
に
、
寝
た
き
り
老
人

扶
養
者
福
祉
手
当
や
重
度
痴
呆
性

老
人
介
謹
手
当
な
ど
を
支
給
し
ま

す
。▼表1高齢者を対象としたサービス

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

卜

対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

身
体
に
障
害
を
持
つ
方
の
、
社

会
参
加
や
自
立
し
た
生
活
を
促
進

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
（
表
２
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

争
補
装
具
の
交
付
。
修
理
身
体

の
障
害
を
補
い
、
仕
事
や
日
常
の

生
活
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
義

肢
や
装
具
、
補
聴
器
、
車
イ
ス
、

盲
人
安
全
づ
え
等
の
交
付
・
修
理

を
行
い
ま
す
。

季
日
常
生
活
用
具
の
給
付
在
宅

で
身
体
に
重
度
障
害
の
あ
る
方

（
児
）
が
、
日
常
生
活
の
不
便
を
軽

減
す
る
た
め
に
特
殊
寝
台
や
特
殊

▼
問
い
合
わ
せ
健
康
管
理
課
在

宅
ケ
ア
係
蚕
（
理
１
６
１
１
ま
た

は
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

垂
（
理
１
１
１
１
内
線
３
１
０

身
体
に
産
屋
署
持
つ
方
を

マ
ッ
ト
等
の
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

手
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
。
盲
人
ガ
イ

ド
ヘ
ル
。
ハ
ー
の
派
遣
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
身
体
障

害
者
（
児
）
の
家
庭
を
訪
問
し
、

食
事
や
入
浴
の
介
謹
、
洗
た
く
、

通
院
介
助
等
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
２
級

以
上
の
視
覚
障
害
者
が
外
出
す
る

場
合
に
は
盲
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

を
派
過
し
ま
す
。

恥
移
動
入
浴
車
の
派
還
・
理
髪
サ

ー
ビ
ス
家
族
の
介
謹
だ
け
で
は

入
浴
・
理
髪
が
で
き
な
い
方
を
対

象
に
、
居
室
で
の
入
浴
や
理
髪
を

行
い
ま
す
。

品
更
生
医
療
・
育
成
医
療
身
体

に
障
害
の
あ
る
方
が
、
手
術
・
治

療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
障
害
が

軽
減
ま
た
は
除
去
で
き
る
場
合
に

給
付
さ
れ
る
医
療
で
、
指
定
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

争
施
設
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
入
所

し
、
更
生
に
必
要
な
治
療
や
機
能

回
復
訓
練
を
行
う
身
体
障
害
者
更

生
施
設
・
授
産
施
設
と
就
労
の
機

’

1

会
の
な
い
障
害
者
が
通
所
し
自
立

と
生
き
甲
斐
を
高
め
る
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
重
度
の
障
害
を
持
っ
た
方

を
一
時
的
に
家
庭
で
介
謹
で
き
な

い
と
き
、
施
設
で
介
謹
す
る
在
宅

垂
度
身
体
障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
と
緊
急
一
時
保
謹
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

品
手
当
等
の
支
給
重
度
の
障
害

を
持
つ
方
の
生
活
を
援
助
す
る
た

め
に
特
別
障
害
者
手
当
や
障
害
児

福
祉
手
当
ま
た
は
重
度
障
害
者
福

祉
手
当
を
、
中
度
以
上
の
障
害
を

持
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
を

対
象
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者

手
帳
交
付
診
断
料
や
袖
装
具
自
己

負
担
金
、
医
療
費
、
運
転
免
許
証

取
得
識
お
よ
び
自
動
車
改
造
費
、

施
設
入
所
者
負
担
金
な
ど
各
種
の

助
成
、
結
婚
祝
い
金
の
支
給
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を
行

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福
祉
課
壷

孟
）
１
１
１
１
内
線
３
５
０

“
Ⅱ
次
頁
に
つ
づ
く
卵
Ⅱ

▼表2身体障害者(児)を対象としたサービス

卜

I

’
〃

I

ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
ら

l

I

l

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
に
な
っ
た
ら

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら

寝
た
き
り
に
な
っ
た
ら

介
護
が
困
難

に
な
っ
た
ら

サービスの内容

*緊急通報システムの利用

|＊ホームヘルパーの派遣(家事や介謹など、身の回りのお世話や相談）

＊デイサービス（施設での食事や入浴等）

＊老人福祉電話の貸与

＊乳酸菌飲料の給付

＊配食サービス

＊緊急通報システムの利用

＊ホームヘルパーの派遣(家事や介護など、身の回りのお世話や相談）

*デイサービス（施設での食事や入浴等）

＊ショートステイ（施設への短期間の入所）

|＊移動入浴車による自宅入浴

■
Ｌ

*施設入浴畷送入浴）

＊日常生活用具の給付・貸与（エアーマット・特殊寝台等）

＊配食サービス

１
１

＊ホームヘルパーの派遣(家事や介謹など、身の回りのお世話や相談）

＊デイサービス（施設での食事や入浴等）

＊ショートステイ（施設への短期間の入所）

*移動入浴車による自宅入浴

*施設入浴（搬送入浴）

＊日常生活用具の給付・貸与（エアーマット・特殊寝台等）

*寝たきり老人扶養者福祉手当の支給

＊ホームヘルパーの派遣(家事や介誠など、身の回りのお世話や相談）

＊シヨートステイ（施設への短期間の入所）

*移動入浴車による自宅入浴

*施設入浴（搬送入浴）

*理髪サービス

＊日常生活用具の給付・貸与（エアーマット・特殊寝台等）

*寝たきり老人扶養者福祉手当の支給

*特別菱謹老人ホームへの入所

※特別養護老人ホームは、久遠苑（日秀）と和楽園（中峠）の

2施設があり、市外にもベットを確保した施設があります。

痴
呆
症
の
方
が

家
族
に
い
た
ら

食
事
づ
く
り

に
困
っ
た
ら

鴫
卒
中
等
で

』
院
し
た
ら

＊ホームヘルパーの派遣(家事や介謹など､身の回りのお世話や相談）

*デイサービス（施設での食事や入浴等）

＊シヨートステイ（施設への短期間の入所）

*重度痴呆性老人介謹手当の支給

＊ホームヘルパーの派遣（家事や介謹など、身の回りのお世話

や相談）

＊配食サービス

＊健康管理課高齢者在宅ケア総合相談窓口へご相談ください。

※ケースワーカーおよび保健婦が訪問し、本人の体の状態や家

族の状況に応じて､関係機関への連絡･サービスの調整をします。

在
宅
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

施
設
を
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス

手
当
お
よ
び
助
成

サビスの内容

*補装具の交付（更生相談所の判定が必要)・修理

＊日常生活用具の給付（世帯の所得状況により一部自己負担になることや障害の程度

により給付条件が変わることがあります）

*身体障害者ホームヘルパー・盲人ガイドヘルパーの派遣

*移動入浴車による自宅入浴

＊理髪サービス

*更生医療・育成医療の利用（心臓手術・人工腎臓透析・角膜手術等）

*身体障害者更生施設・授産施設への入所

*身体障害者福祉センターへの通所

*在宅重度身体障害者ショートステイ・緊急一時保謹

*特別障害者手当・障害児福祉手当の支給（支給要件・所得制限があります）

*重度障害者(児)福祉手当の支給(特別障害者手当･障害児福祉手当の受給者を除く）

*特別児童扶菱手当の支給（支給要件・所得制限があります）

＊身体障害者手帳交付診断料・運転免許証取得および自動車改造費・施設入所者負担

金の助成

*心身障害者（児）一時介謎委託料の助成

*医療費の助成（身体障害者手帳1級・2級）

*福祉タクシー利用券の交付（身体障害者手帳1級．､2級）
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Ⅱ
前
頁
か
ら
Ⅱ

知
的
障
害
を
持
つ
方
を

対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

知
的
障
害
を
持
つ
方
の
障
害
を

軽
減
し
、
〃
訓
練
等
に
よ
り
社
会
参

加
や
自
立
し
た
生
活
を
促
進
す
る

た
め
に
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
（
表

３
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

余
施
設
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

就
学
前
の
心
身
障
害
児
と
保
謹

者
に
通
所
し
て
い
た
だ
き
療
育
知

識
の
啓
発
や
日
常
生
活
動
作
の
訓

練
・
指
導
、
生
活
相
談
を
行
う
簡

易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
「
ひ
ま
わ
り

園
」
、
超
歳
以
上
の
知
的
障
害
を

持
つ
方
に
通
所
し
て
い
た
だ
き
必

詞
知的障害を持つ方を対象としたサービス

｢

’

◇

錘

､少

堂’脅

亀、
し訓練に励む」

、
Ｐ

＊特別障害者手当･障害児福祉手当の支給(支給要件･流諦l限があI)ます）

＊重度障害者(児)福祉手当の支給（上記手当受給者を除く）

＊特別児童扶養手当の支給（支給要件・所得制限があります）

＊医療費の助成(療育手帳③からAの2）

＊福祉タクシー券の交付（療育手帳③からAの2）

＊施設入所者負担金の助成

i
要
な
生
活
指
導
や
作
業
指
導
、
訓

練
指
導
な
ど
を
行
う
精
神
薄
弱
者

更
生
施
設
「
あ
ら
き
園
」
ゞ
入
所

し
て
指
導
を
受
け
る
糖
神
薄
弱
者

更
生
施
設
「
み
ど
り
園
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
知
的
障
害
を
持
つ

方
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
が
自

立
更
生
す
る
た
め
に
必
要
な
訓
練

を
行
う
福
祉
作
業
所
（
み
ず
き
、

お
お
ば
ん
、
つ
く
ば
ね
）
、
巧
歳
以

上
で
就
職
し
て
い
る
知
的
障
害
を

持
つ
方
に
入
所
し
て
い
た
だ
き
、

職
場
に
通
い
な
が
ら
生
活
指
導
を

受
け
る
通
勤
寮
、
巧
歳
以
上
で
就

職
ま
た
は
施
設
・
作
業
所
等
へ
通

所
し
て
い
る
方
で
独
立
し
た
生
活

を
望
む
方
に
居
室
を
提
供
す
る
生

活
ホ
ー
ム
、
地
域
で
独
立
し
た
生

活
を
望
む
知
的
障
害
を
持
つ
方
に

食
事
付
き
の
住
居
を
提
供
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

品
手
当
等
の
支
給
知
的
障
害
を

持
つ
方
の
生
活
を
援
助
す
る
た
め

に
特
別
障
害
者
手
当
や
障
害
児

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
を
、
心
身

障
害
児
を
扶
養
し
て
い
る
方
を
対

象
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給

す
る
ほ
か
、
施
設
入
所
者
負
担
金

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
軍

－

▼表4 ひとり親。児童を対象としたサービス

I_1
度
以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
に

は
医
療
費
の
助
成
や
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福
祉
課
云

（
理
１
１
１
１
内
線
３
５
０

ひ
と
り
親
・
旧
壹
一
を
対

象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

ひ
と
り
親
の
生
活
援
助
や
児
童

の
健
全
な
育
成
を
目
的
に
、
次
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
（
表
４
参
照
）

が
あ
り
ま
す
。

糸
手
当
等
の
支
給
３
歳
未
満
の

児
童
を
謹
育
し
、
所
得
制
限
額
以

下
の
家
庭
に
児
童
手
当
を
、
娼
歳

に
な
る
年
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

を
菱
青
す
る
母
子
家
庭
や
父
母
以

外
の
養
育
者
、
父
親
に
障
害
が
あ

る
方
等
に
児
童
扶
養
手
当
を
、
児

童
扶
養
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部

を
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
に

な
っ
た
方
に
児
童
育
成
手
当
を
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
母
子
・
父
子

家
庭
で
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
家

庭
に
医
療
費
を
助
成
、
母
子
・
父

子
家
庭
に
入
学
・
就
職
祝
金
を
支

給
し
ま
す
。

冬
資
金
の
貸
し
付
け
母
子
家
庭

（
寡
婦
）
の
経
済
的
自
立
を
援
助

Ⅱ

１
１
’ す

る
た
め
に
母
子
お
よ
び
寡
婦
生

活
援
謹
査
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
母
子
家
庭
お
よ
び

父
母
の
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、

母
子
お
よ
び
寡
婦
福
祉
査
金
（
修

学
黄
金
・
修
業
黄
金
・
就
職
支
度

金
・
就
学
支
度
金
）
の
貸
し
付
け

も
行
っ
て
い
ま
す
。

季
各
種
相
談
子
ど
も
の
登
校
拒

否
や
学
習
、
非
行
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
家
庭
児
童
相
談
室
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
母
子

家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
経
済
上
の
問

題
や
児
童
の
就
学
・
就
聯
等
の
相

談
を
母
子
相
談
員
・
母
子
福
祉
推

進
員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

糸
児
童
の
保
育
両
親
の
就
業
な

ど
に
よ
り
保
育
が
で
き
な
い
児
童

を
対
象
に
保
育
園
を
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
一
時
的
に
保
育
で
き
な

い
場
合
に
利
用
で
き
る
一
時
的
保

育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
壷

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７

糸
一
時
資
金
の
貸
し
付
け

暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
方
に
必

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

▼表5その他のサービス

要
な
生
活
一
時
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。

条
災
害
見
舞
金
。
被
爆
者
見
舞
金

の
支
給
家
屋
の
焼
失
、
損
域

床
上
浸
水
に
よ
る
被
害
者
・
死
亡

者
の
家
族
に
災
害
見
舞
金
を
、
被

爆
者
に
被
爆
者
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
我
孫
子
市
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
と
、
明
る
く
幸
せ
な
生
活

を
応
援
す
る
た
め
の
民
間
団
体
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
事
業

冬
心
配
ご
と
相
談
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

費
用
は
無
料
。
（
毎
週
月
曜
旦

争
結
婚
相
談
結
婚
を
考
え
て
い

る
方
に
良
き
相
談
相
手
と
な
り
、

お
相
手
を
紹
介
し
ま
す
。
費
用
は

無
料
。
（
毎
月
第
１
．
３
日
畷
且

◎
在
宅
福
祉
事
業

錨
歳
以
上
の
渡
た
き
り
の
高
齢

者
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

争
紙
お
む
つ
の
支
給
年
５
回
、

社
会
福
祉
協
議
会

冬

■

無
特
定
疾
病
療
養
者
見
舞
金
の
支

給
（
難
病
に
指
定
さ
れ
た
病
気
療

養
者
ま
た
は
そ
の
保
謹
者
）

最
戦
傷
病
者
お
よ
び
戦
没
者
の
遺

族
に
対
す
る
援
護
（
年
金
・
給
付

金
・
弔
慰
金
・
恩
給
・
扶
助
料
等
）

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
霊
弱
）

１
１
１
１
内
線
３
０
９

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

冬
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
と
発
生
器
貸
し

付
け
床
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
の
エ

ア
ー
マ
ッ
ト
と
エ
ア
ー
の
発
生
器

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

李
住
民
参
加
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事

業
「
あ
い
。
あ
び
こ
』
食
事
づ
く

り
や
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め

に
、
住
民
が
有
料
で
お
手
伝
い
し

ま
す
。

◎
各
種
貸
し
付
け
事
業

全
生
活
福
祉
資
金
就
職
を
す
る

た
め
や
住
ま
い
の
増
改
築
就
学
、

病
気
の
治
療
に
必
要
な
査
金
を
貸

し
付
け
ま
す
。

今
高
齢
者
お
よ
び
重
度
障
害
者
居

室
等
増
改
築
。
改
造
資
金
高
齢

者
や
障
害
を
持
つ
方
が
、
暮
ら
し

良
い
家
に
す
る
た
め
の
増
改
築
・

改
造
の
た
め
に
必
要
な
査
金
を
貸

し
付
け
ま
す
。

学
善
意
銀
行
突
然
お
金
が
必
要

に
な
っ
た
時
に
、
一
時
的
に
お
金

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
（
表
６
．
７
参
照
）
が
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る
方
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
た
い

方
た
ち
の
調
整
役
（
下
図
参
照
）
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
壷

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

福
祉
・
保
健
医
療
・
教
育
・
文
化
・

環
境
・
国
際
交
流
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

拳
情
報
の
収
集
。
提
供
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
備
報
の
収
集
・

提
供
最
相
談
。
登
録
。
調
整
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
た
い
方
、
受
け
た
い
方

▼表6 市内のボランティア団体

の
相
談
や
調
整
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
間
の
連
絡
お
よ
び
調
整

糸
調
査
。
研
究
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
意
識
調
査
地
域
の
必

要
と
す
る
活
動
の
調
査
お
よ
び
状

況
の
把
握

学
広
報
。
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
広
報
の
発
行
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
お
よ
び
開
催

隼
育
成
。
研
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
識
座
・
教
室
の
開

催争
賓
料
。
機
材
の
貸
し
出
し
図

書
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
査
料
、
機
材

等
の
活
動
に
必
要
な
も
の
を
整

備
・
貸
し
出
し

幸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
安
心
し
て
活
動
で

外

▼ボランティアセンターの役割 き
る
よ
う
に
、
無
料
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
壷
（
踊
）
５
２
３
３

▼表7在宅福祉サービス団体（有料でサービスを提供します）

’

障
害
を
軽
減
し
自
立

を
目
指
し
た
施
設

サーービスの内容

*心身障害児通園施設｢ひまわり園｣･精神薄弱者更生施設「あらき

園」への通所

*榊癖弱者更生施設「みどり園」への入所

*福祉作業所（みずき・おおばん・つくばね）
*通勤寮生活ホーム・グループホーム

手
当
お
よ
び
助
成

手
当
お
よ
び
助
成

相
談

児
童
の
保
育
施
設

サービスの内容

*児童手当・児童扶謎手当・児童育成手当の支給

*医療費の助成（母子・父子家庭で所得税非課税の世帯）

＊入学および就職祝金の支給（母子・父子家庭の方）

＊母子寡婦福祉資金の貸し付け(修学･修業資金就学･就職支度資金等）

*母子および寡婦生活援護資金

*家庭児童相談室(非行･登校拒否等､子どもに関する悩みの相談）

*母子相談員・母子福祉推進員（母子家庭および寡婦の経済上の問

題。児童の就学・就職等の相談）

|'畿保育園(公立7園､私立6園）
*一時的保育（つくし野保育園）

i※保識者の就業等により一時的（週3日以内）に保育する非定型的
|保育と保謹者の傷病等による緊急一時保育(14日を限度)があります。

＊一時資金の貸し付け（暮らしに困っている方に必要な資金の

貸し付け等）

*災害見舞金の支給(家屋の焼失､損壊､床上浸水による被害者．

死亡者の家族）

＊被爆者見舞金の支給

＊戦傷病者および戦没者の遺族に対する援護（年金・給付金・弔

意金・恩給・扶助料等）

*特定疾病療養者見舞金の支給（難病に指定された病気療養者ま

たはその家族）

団体名

我孫子ボランティアの会

我孫子朗読の会

ふれあい弁当の会

おもちゃ図書館かつばの家

我孫子市理容組合

青年ポﾗﾝﾃｨｱボﾗボﾗの木

文庫連絡会

フリーパレット

和楽園ボランティアの会
ディー

DIYへルプ

ホットポットファミリー

かけはしの会

かかしの家

手話サークル

こすもす舎

活 動内容

老人ホームでの奉仕活動や点訳奉仕・独り暮らしの方へ慰問のハガキを作成

視覚障害者を対象に、広報や雑誌の音声テープ化や対面朗読・交流会の開催

調理をすることが困難な高齢者に、月3回、昼食を調理し、配達ふれあいカードの作成

おもちゃ貸し出し、子どもの遊び相手、おもちゃの手作り

精神薄弱者更生施設みどり園での理髪サービス

10代から30代の若者がキャンプや遠足等を企画し、障害児との交流を図る

自宅や集会所を開放し、本を通じて地域の子どもたちへ本のある遊び場を提供

不登校児の子どもたちと月に一度いろいろな行事を通じて交流

老人ホーム和楽園で、身辺介助や行事手伝い等の施設ボランティア

高齢者や障害者の方々への小規模な住宅改善

知的障害を持つ方に社会参加の場を提供。クリスマス会等の行事の企画と交流を図る

身体障害者福祉センターでの行事の手伝いや自主グループ活動への援助・参加

知的障害者の自立を支えるため、話し合いや宿泊訓練のお手伝い

手話、聴覚障害の勉強や聴覚障害者との交流（てがの会、つくし野、湖北の会）

障害者と共に、住みやすい環境を作ることを目的とし、車イスマップ等を作成

ゆ

結いの会

湖北台団地ふれあいの会

まどか

ひまわりの会

並木7，8，9丁目に居住する高齢者の援助

団地に居住し日常生活に支障のある方への家事援助等

市内の高齢者・障害者等の援助や介誠

障害者や高齢者・寝たきりの方を車で移送
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<7月1日(土)からフ ［望鍋］

製造物責任法(Pl_法）
が施行になりました

「
伝
統
あ
る
我
孫
子
市
消
防
団

の
団
長
に
任
命
を
受
け
、
責
任
と

緊
張
で
と
て
も
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
」
と
語
る
の
が
、
第
８

代
「
我
孫
子
市
消
防
団
団
長
」
に

就
任
し
た
飯
田
和
行
さ
ん
。

昭
和
師
年
、
我
孫
子
町
消
防
第

１
分
団
に
入
団
。
以
来
、
分
団
長
．

副
団
長
の
要
職
を
経
て
、
今
年
２

月
か
ら
消
防
団
長
に
。
〃
防
火
一

途
に
訓
年
“
今
で
は
団
員
を
通
じ

て
鐙
古
参
と
な
る
。

「
昔
は
消
防
自
動
車
も
三
輪
車

が
主
流
で
し
た
が
、
今
で
は
消
防

車
を
は
じ
め
、
団
員
た
ち
の
防
火

服
や
器
具
、
機
材
な
ど
も
商
規
格

な
物
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
火
災
は
、
「
昭

7月1日(土)から

8

函
胆
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

広
報
あ
び
こ
４
月
お
日
号
で
概

容
を
説
明
し
た
製
造
物
責
任
法

（
Ｐ
Ｌ
法
）
が
７
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
製
造
物
の
欠
陥
に

よ
り
梢
識
者
が
身
体
や
財
産
に
損

害
を
受
け
た
場
合
、
欠
陥
や
楓
害

の
程
度
な
ど
を
証
明
す
れ
ば
製
造

率
業
者
等
に
対
し
て
掴
害
賠
侭
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
製
品
を
職
入
す
る
と

き
は
、
安
全
性
を
よ
く
確
認
し
、

被
害
に
合
わ
な
い
よ
う
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
対
象
と
な
る
製
造
物
の
範
囲

製
造
物
と
は
、
テ
レ
ビ
や
冷
蔵

庫
を
は
じ
め
と
す
る
電
気
器
具
や

加
工
食
品
、
自
動
車
な
ど
「
製
造

ま
た
は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
の
こ

と
を
い
い
、
電
気
、
未
加
工
の
魚
、

肉
、
野
菜
な
ど
は
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

◎
欠
陥
と
は

人
的
掘
害
や
製
造
物
以
外
の
物

可

せ
い
し

和
蝉
年
に
発
生
し
た
石
橘
製
絲
我

孫
子
工
場
の
火
災
。
我
孫
子
駅
に

も
近
く
、
民
家
も
多
か
っ
た
の
で

・
・
・
」
と
当
時
を
ふ
り
か
え
る
。

幾
多
の
功
繊
が
認
め
ら
れ
、
平

成
４
年
の
常
傭
消
防
発
足
鋤
周
年

に
お
い
て
は
消
防
功
労
賞
、
同
５

年
に
は
消
防
庁
長
官
賞
等
を
受
賞

す
る
な
ど
、
そ
の
実
行
力
と
豊
富

的
掴
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
製
品

の
安
全
上
の
不
具
合
を
い
い
ま
す
。

製
品
の
性
能
が
悪
い
と
い
っ
た

品
質
や
機
能
上
の
問
題
は
Ｐ
Ｌ
法

の
「
欠
陥
」
に
は
あ
た
ら
ず
、
製

品
に
欠
陥
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

人
的
・
物
的
損
害
〈
拡
大
損
害
）

が
発
生
し
な
い
限
り
、
損
害
賠
俄

の
誠
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
が
火
を
吹
い
て

壁
や
カ
ー
テ
ン
が
燃
え
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
Ｐ
Ｌ
法
が
適
用
さ
れ

ま
す
が
、
テ
レ
ビ
だ
け
が
燃
え
、

ほ
か
に
被
害
が
無
い
場
合
は
適
用

さ
れ
ず
、
民
法
の
規
定
が
適
用
と

な
り
ま
す
。

◎
安
全
な
生
活
の
た
め
に

製
造
物
責
任
法
が
施
行
に
な
り

ま
し
た
が
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、

被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に
は
、
製

品
を
購
入
す
る
と
き
に
デ
ザ
イ
ン

や
機
能
に
惑
わ
さ
れ
ず
〃
安
全
性
〃

に
注
意
し
、
そ
の
製
品
が
持
つ
特

性
を
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、
選

な
経
験
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
。

家
は
明
治
時
代
か
ら
続
く
下
駄

屋
で
、
ま
さ
に
本
業
を
持
ち
な
が

ら
二
足
の
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
い
る
。

仕
事
で
外
出
す
る
と
き
も
自
動

車
に
は
常
に
耐
火
服
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
長
ぐ
つ
を
常
備
し
、
市
民
の

命
を
最
前
線
で
守
る
と
い
う
強
い

”
寅
任
感
″
の
表
れ
だ
。飯田和行さん

(緑）

今
年
も
６
月
弱
日
に
消
防
操

法
大
会
が
市
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
１
月
画
日
未
明
に
発
生

し
た
神
戸
で
の
地
震
を
教
訓
に
、

各
消
防
団
と
も
熱
の
入
っ
た
競

技
を
展
開
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
は
第
８
分
団
が
、
自
動
車
の

部
で
は
第
３
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
。
現
在
は
、
７
月
寧
日
に

船
橋
市
で
行
わ
れ
る
９
市
２
町

の
東
葛
飾
支
部
消
防
操
法
大
会

の
出
場
に
向
け
、
連
日
、
先
頭

に
立
ち
、
後
難
た
ち
の
指
揮
・

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
℃

今
後
も
「
地
域
防
災
の
担
い

手
と
し
て
廻
万
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
消
防
団
を
築
い
て
い

き
た
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
。
釦
歳
。

ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
購
入
し
た
製
品
は
使
用

前
に
必
ず
取
り
扱
い
説
明
書
を
よ

く
読
み
、
こ
ま
め
に
点
検
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
万
一
、
使
い
方

が
間
違
っ
て
い
た
り
、
手
入
れ
が

悪
か
っ
た
り
す
る
と
賠
償
を
求
め

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

◎
欠
陥
製
品
に
よ
り
被
害
を
被
っ

た
と
き

ノ

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て

手
軽
で
便
利
な
自
転
車
は
、
通
勤
．

通
学
、
買
い
物
な
ど
に
、
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
と
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

自
転
車
は
環
境
に
や
さ
し
い
乗

り
物
と
し
て
、
み
ん
な
に
親
し
ま

れ
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
〃
放

霞
〃
と
い
う
大
名
詞
が
つ
く
と
一

転
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

掘
害
賠
侭
を
請
求
す
る
場
合
は
、

欠
陥
や
損
害
の
程
度
を
立
証
す
る

た
め
に
現
場
の
写
真
を
撮
り
、
事

故
を
起
こ
し
た
製
品
を
保
管
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
日
常
生
活
の

な
か
で
、
こ
う
し
た
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
消
費
生
活

な
放
置
自
転
車

時
と
場
所
を
選
ば
ず
に
や
っ
て
き
土
地
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
将

ま
す
が
、
万
一
、
こ
う
し
た
災
害
来
に
渡
っ
て
、
地
下
式
・
立
体
式

が
発
生
し
た
場
合
、
自
転
車
や
ミ
駐
車
場
の
整
備
検
討
が
必
要
で
す
。

ニ
バ
イ
ク
等
が
お
び
た
だ
し
く
あ
安
全
で
快
適
な
駅
周
辺
の
街
並

ふ
れ
て
い
る
と
交
通
障
害
や
救
急
を
確
保
す
る
た
め
、
自
転
車
な
ど

活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
、
マ
ナ
ー

市
で
は
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
守
り
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車

の
埴
加
に
伴
い
、
自
転
車
駐
車
場
し
、
〃
近
距
離
利
用
〃
を
控
え
、

の
整
備
を
進
め
る
一
方
、
民
間
で
健
康
の
た
め
に
も
歩
く
よ
う
心
が

建
設
す
る
自
転
車
駐
車
場
を
借
り
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
げ
る
な
ど
し
て
、
自
転
車
極
き
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
毎
週
月
・
水
蝿
日
と

第
１
．
３
金
雌
日
（
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
壷
（
妬
）
１
１
１
１
内
線

３
２
９

へ

五
月
半
ば
の
雑
木
林
は
、
エ
ゴ

ノ
キ
の
白
い
花
で
明
る
く
見
え
ま

あびこ／－⑧ @－、

し
た
。
枝
に
垂
れ
下
が
っ
た
花
は

見
事
で
す
が
、
地
面
に
散
っ
た
花

も
ま
た
風
情
が
あ
り
ま
す
。

「
散
り
し
き
て
え
ご
の
浄
土
や

朝
の
森
」
仁
尾
光
枝

花
を
見
る
と
一
見
、
花
び
ら
が

一
枚
一
枚
雛
れ
て
い
る
雛
弁
花
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
散

っ
た
花
を
み
る
と
花
び
ら
の
基
部

エ ゴノ キ地球となかよ〈な

鋼 中学生みんな
R

、0

(えごのき科）

ノ
ー

が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
合
弁
花
一

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
｜

花
後
に
で
き
る
果
実
は
卵
形

で
白
く
、
果
皮
に
は
エ
ゴ
サ
ポ

ニ
ン
と
い
う
有
毒
成
分
を
含
ん

で
い
ま
す
。

エ
ゴ
ノ
キ
と
い
う
名
は
、
こ

の
成
分
が
の
ど
を
刺
激
し
て
え

ご
い
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

こ
の
成
分
の
サ
ポ
ニ
ン
は
、

水
に
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
る
と
泡

立
つ
の
で
、
昔
は
石
け
ん
代
わ

り
に
使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生

の
果
実
を
集
め
て
す
り
つ
ぶ
し
、

ま
ひ

川
に
流
す
と
魚
が
麻
痩
し
て
浮

き
上
が
る
の
で
魚
を
と
る
の
に

も
使
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
漁
法
は
今
で

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ｌ
｜

▼
会
員
の
対
象
環
境
保
全
活
動

に
関
心
の
あ
る
小
・
中
学
生
（
少

人
数
か
ら
鋤
名
程
度
ま
で
の
グ
ル

ー
プ
）
お
よ
び
地
域
の
子
ど
も
会

な
ど
既
存
の
団
体
も
可

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
大

人
の
連
絡
係
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を

代
表
者
に
決
め
、
登
録
用
紙
（
市

環
境
保
全
課
に
用
意
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
環
境
保
全
課
壷

（
鋸
）
１
１
１
１
へ
提
出
。

※
会
員
の
特
典
と
し
て
会
員
手
帳
、

バ
ッ
ヂ
等
の
進
呈
有
り
。

’

’

ｽ勺一ｳｫｯﾁW

参加者募集
＝夏の星座を観察しよう＝

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ
か
ら
見
る
夏
の
星
空
は
驚
き
と

ト
ワ
ー
ク
筌
国
星
空
継
続
観
塞
感
動
で
い
っ
ぱ
い
。
夏
休
み
の

を
ご
存
知
で
す
か
。
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
も
浪
適

身
近
な
星
空
の
観
察
を
通
し
て
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
気
・
地
球
環
境
保
全
の
大
切
ざ
▼
観
察
日
８
月
西
日
（
水
）
か

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
環
境
庁
ら
調
日
（
火
）
ま
で
の
条
件
の
良

が
主
体
と
な
っ
て
毎
年
夏
と
冬
に
い
１
日

行
っ
て
い
る
も
の
。
夏
は
こ
と
座
▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅

の
お
り
ひ
め
星
（
ベ
ガ
）
の
周
辺
周
辺

を
観
察
し
ま
す
。
双
眼
鏡
が
必
要
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

と
な
り
ま
す
が
、
誰
で
も
棚
単
に
電
話
で
環
境
保
全
課
公
害
対
策

自
宅
で
観
察
で
き
ま
す
。
レ
ン
ズ
係
雲
理
１
１
１
１
内
線
５
６
９

全国こどもエコクラブ会員募集

お
詫
び
と
訂
正

前
号
（
１
）
面
の
第
１
回
手

賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
の
記
事
中
、

参
加
賞
３
０
０
０
円
は
参
加

壷
の
誤
り
で
す
。
ま
た
、
同

号
（
４
）
面
の
祭
礼
に
伴
う
交

通
規
制
の
記
事
中
、
我
孫
子

警
察
署
の
電
話
番
号
（
鑓
）
０

１
１
１
は
（
唾
）
０
１
１
０
の

誤
り
で
す
。

お
姥
ぴ
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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-’ し日時7月22日(土)ほか3回、

午前10時から

し場所天王台北近隣センター

（場所が確保された場合に限る）
し内容英会話中級程度

し定員15名程度

似参加費4000円

し問い合わせACTの会根津冠

(85)9298

一

’

’’
伝日程8月7日(月)から8日

(火)の2日間

し定員トレース初・中級…20名

ワープロ墓礎…15名（応募者多数

の場合は抽選）

伝受講料無料

少申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、電話番

号、職業を記入し、7月31日（月

・必着）までlこ久寺家684の1我

孫子高等技術専門校壷(84)6411へ

’aa国回’

ナやノグチゲラなどこの地域にし

か生息しない鳥たちと、日本本土I がありました。

吟福祉のだめにと社会福祉協議会

高年齢雇用継続給付及び育児体に湖北台団地自治会様から10万円、

’
紹介します。ぜひ､ご覧ください。ら7時

業給付制度のスタートにともない、我孫子市新潟県人会様から2万円、伝開催期間7月23日(日)から12伝場所天王台北遍燐センター

シ応募規定作品を官製はがき裏

面に作成し、自作未発表作品で画

材は自由、応募資格は問いません。

応募点数に制限もありませんので、

ふるってご応募ください。

抄申し込み・問い合わせ8月31

日（木・消印有効）まで|こ〒260

干葉市中央区中央4の13の7干葉

県酒造会館内(財)干葉県暴力団追

放県民会議盃043(254)8930へ

’ づくり協議会垂(82)9988

第40回全鴎籍鮒溌会

から8時30分（雨天、荒天の場合伝開催日・場所9月g日(土）．

から1万円の寄付がありました。

▽今村賢之助様（並木）から社会

福祉事業基金に5000円、社会福祉

協議会に780円の寄付がありまし

沖湖上）ガキに希望日、希望人数、代表者

伝問い合わせ手賀沼花火大会実の住所、氏名、電話番号を明記し、
凸

レテーマ「少年の非行防止｣･『自

転車などの盗難防止」

世応募資格小学5．6年の部、

中学生の部

し応募方法・問い合わせBS判

（縦36.4×515）画用紙で作成し

裏面に学校名、学年、氏名、年齢

を明記し、8月31日（木・必着）

までに柴崎904の1我孫子警察署

生活安全課云(82)0110へ

た。

’4

”日曜当番医＝テレホンサービス画家庭の日

厘｡休日救急歯科診綴日=休日救急歯科謬鰄(市民会館内)9:M~11
句結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

蚕消費生活相談＝市民生活課10:00～15600
画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

30

蕊
鯵巴時7月26日(水)午前10時か

園国圓国
"法律相談＝市民相談室9;30～15:30(予約制）

少持参エプロン、三角巾、ふきラザまで（昼食は用意有り）

’
母消費生活相談＝市民生活課10:00～15:00

’/Uシ問い合わせ車葛市民生協盃
壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
"健康相談＝つつじ荘1:30～2:30

画消費生活相談＝市民生活課10:00～15:00
画税務相談＝市民相談室10:00～15;00(予約制）
”酒害相談＝保健センター13:30～15:00

修日時7月17日(月)…利掴||沿

い水田、18日(火)･･･手賀沼沿い水

田、午前4時30分から8時30分

（雨天･濃霧･強風の場合は順延）

し問い合わせ農政課云(85)1111

市民生活課容(85)1111内線329へ

圓回回国
シ日時・場所9月3日(日)午前

9時受付、市民体育館

し種目シングルス…中学生、40

歳未満、40歳代、50歳以上の部の

男女ダブルス･･中学生､一般の部

の男女

隣参加黄格市内田主・在勤者

伊参加費中学生･”1人100円、

高校生以上･…1人300円

し申;し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、所属団

体名、大会名、種目を明記し、8

月20日（巳、必着）までに並木5

の2のg池田香代子壷(83)2444へ

が市役所閉庁(－部の施設は除く）

廿曰時・場所7月23日(日)午後

1時から3時精神薄弱者壼牛施

設「あらき園」

し対象小学4年生から6年生

し募集人員先着15名

し参加愛500円（材料費含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

rあらき園」念(88)4188へ

’ ’ 塚日曜当番医＝テレホンサービス

厩'･休日栽急歯科診霞日=休日救急歯科謡斬(市民会鑓内)9:冊~11：30
し営業期間7月22日(土)から8

月31日(木)の毎日

し営業時間午前10時から午後5

時(だだし、雨天・荒天は除く）

し場所手賀沼公園

し料金◎ミニSL…1局100円

◎レンタサイクル･･･3時間大人50

0円、子ども250円(3時間以降1

時間を超えるごとに大人100円､子

ども50円が追加になります）

歩問い合わせ（財)我孫子市あゆ

みの郷公社壷(83)1130（土曜日・

日曜日・祝日は除く）

’ ’
シ勤務場所・時間同近隣センタ

ー（主に夜間午後9時30分まで）

し内容受付事務

少定員男性若干名

し問い合わせ布佐南地区まちづ

くり協議会盆(89)3740

、

識
》

凸

鑿戸曰時7月21日(金)、午後7時

（雨天決行）

し場所湖北駅北口前広場

し参加人数先着800名

窪会場スペースの関係上何回かに

分けて実施します。

炉問い合わせ石井母(88)0809

｜

I

’ 医曰時7月26日(水)午前の部･･･

戸受付期間8月18日(金)まで

し試験日9月9日(土）

燕募集人員、詳しくは我孫子警察

署誓務課容(82)0110へ

9時30分から正午、午後の部･･･1

時から3時30分

戸場所市役所本庁

少問い合わせ厚生課公(85)1111

福祉タクシー料金の助成額が｜
変わりました

異文化コミュニケーション
第8期参加者 7月31日(月)は、固定

資産税。都市計画税第2

期分の納付期限です。

忘れずに納めましょう。

一収税課a(85)1111-

す
ー

》
や
か
ち
や

ん

福祉カー｢ゆうあい我孫子号」
のご利用を

銃砲刀剣類所持取締法
の改正について

ス
生
一
習
レ
講懲

門
口
専
フ
術
一
識
帥
子
中
孫
・
我
初

手賀沼船上視察
(石けん利用キャンペーン）

第18回烏の博物館企画展
r沖縄の野鳥パート11」

天王台北地区まちづくり協議会
夏のお楽しみ会 事業主の方へ｢賃金月額証明書・

受給資格確認票｣の提出を

暴力団追放のﾐﾆポｽﾀー

手賀沼花火大会

夏の交通事故防止運動

7月21日(金)から8月20日

(日)まで､｢夏の交通事故防止運

動」が実施されます。

＝市民生活課壷(85)1111＝

鋼勉鞍全鋤卿ｽﾀｰ

日曜当番医･1週間の行事
王ﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)冊3

夏休み子ども料理教室
1⑤⑧

17月

18火

19水

20木

21金

22土

Zろ⑧

24月

25火

26水

27木

28金

土

ろ⑪ ⑧

31月

”消費生活相談＝市民生活課10:00～15:00
”人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
壷心配ごと相談＝布佐市民センター9:00～15:00
”市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
”つつじ荘・西部福祉センター休館

‘麺法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画水道料金納入期限＝預金n座振雪日

壷つつじ荘・西部福祉センター休館

密消費生遥柤談＝市民生活課10:00～15:00

面アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

"市役所閉庁(－部の施設は除く）

吟日曜当番戻＝テレホンサービス
画･休日敷急歯科診畷日=休日救急歯科診尉所(市民会館内)9:00~11:30

画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
‘"･国民年金保険料納期限＝預余n座振替日
壷市民会館・市民図書館・市民体育館休館
画･鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

被爆50周年、
国民平和大行 旬■

■■

水稲の農薬空中散布

市民卓球大会
夏休みr木工教室」参加者
｢壁掛け時計作りにチャレンジ」

ミニSL・レンタサイクルは
夏休み中毎日営業します

郁鋪趣旋ﾝﾀｰ管臥

我孫子市民まつり湖北地区
｢大ビンゴゲーム大会」

献血にご協力を
千葉県薑察官


